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　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。旧年中は格別なるご

支援を賜り、心より御礼申し上げます。本年も変わらぬご厚情

の程、宜しくお願い申し上げます。

　東京青年会議所は、1949 年に「新日本の再建は我々青年

の仕事である」という信念のもと設立され、これまでの 75 年

間、明るい豊かな社会の実現に向けて、数多くの挑戦と行動

を積み重ねてまいりました。これらの活動は、先代から受け継

がれた志を礎に、社会課題の解決に取り組む姿勢を貫いた

結果です。

　本年は、『One for the Future』～夢と希望あふれる東京

の創出～をスローガンに掲げ、急速に変化する社会の中で新

たな価値を創造し、持続可能な未来を築くために、「共感され

る運動」を軸とした活動を展開してまいります。私たち青年は、

地域社会や市民と手を携え、東京、そして日本を牽引するリー

ダーとして柔軟なアイデアと積極的な行動を持って前進してい

く所存です。

　また、次世代の人財育成や地域社会への貢献を通じ、東

京青年会議所が持つネットワークを最大限に活用し、共生社

会の実現に向けた取り組みを推進してまいります。これらの活

動を通じて、未来に希望を抱き、夢を語り合える社会を共に創

り上げていきたいと考えております。

　本年度も皆様からのご支援を賜り、明るい未来の創造に向

けて力を合わせてまいります。どうぞ変わらぬお力添えをお願

い申し上げます。



東京青年会議所メンバーの皆様へ

　明けましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお
慶び申し上げます。
　1949年に生まれ育まれてきた青
年会議所活動。さまざまな活動と共に
地域そして日本の発展を青年経済人
として担ってきました。その中心に確
固たる輝きと共に活動してきた東京
青年会議所。本年、現役の皆様方は
その責任と輝きを更に増す決断をさ
れました。
　世界の場で下山田君が、日本全体
を外口君が、そして首都東京に石川

君が、大いなる責任を抱え敢然と立
ち向かう事、シニアの立場から見ても
眩しいほどの輝きで、誇らしくありま
す。
　東京の問題は、日本の問題であり
世界に繋がる。世界の問題を日本の
問題と捉え、首都東京としての答えを
見つける。そんな大きな事が本年は
求められると共に、解決に向かっては
メンバー一人一人の成長に繋がるこ
とでしょう。
　インターネットやAIの発達は、我ら
語学が苦手な日本人に対しても恩恵
を与え、言語の壁を気にする事なく会
話できる良い時代になったとも言えま
す。ぜひ現役の皆様には、臆する事な
く自身の壁を突破する覚悟と決意を
持って、地域に国に世界に貢献し自
分自身と会社と家族の未来を構築で
きる一年になることを心より祈念いた
します。
　シニアクラブ一同は、頑張る現役
が大好きです。東京青年会議所の活
動を聞くと我が事のように嬉しく感じ
ます。邪魔にならないように支えていく
所存です。ぜひ連携をし、良い活動を
行なっていきましょう。

　公益社団法人東京青年会議所の
皆様、新年おめでとうございます。謹
んでご挨拶を申し上げます。また日頃
より公益社団法人日本青年会議所に
対し、格別のご高配を賜り厚く御礼申
し上げます。
　貴青年会議所が、本年度、石川暁
棋理事長のもと、スローガン「One 
for The Future ～夢と希望あふれ
る東京の創出～」を掲げられ、明るい
豊かな社会の実現を目指し、邁進さ
れることと存じます。

　日本青年会議所といたしましては、
「希望あふれる理想を描き変えたの
だと誇れる未来へ」を基本理念に掲
げさせていただきました。引き続き深
いご理解とご支援をお願い申し上げ
ますとともに、日本青年会議所の各会
議・委員会が構築した運動を大いに
ご活用いただければ幸いです。
　結びに、貴青年会議所のさらなる
ご発展、並びに地域において素晴ら
しい運動の成果を出されること、さら
に、皆様にとって本年が素晴らしい一
年となられますことを心よりご祈念申
し上げます。

　Raise Your Flag
　理想への挑戦

　明けましておめでとうございます。
　2025年の新春を迎え、謹んでお
慶び申し上げます。
　さて、昨年は内外ともに不透明か
つ混迷の度合いが深まった１年でし
た。世界ではロシアによるウクライナ
侵略の長期化に加え、中東情勢の悪
化など、地政学的リスクが拡大しまし
た。また、経済面では米国経済が堅
調さを維持する一方で、中国経済の
停滞が懸念される年になりました。加
えて、昨年は主要国で選挙が相次ぎ、
米国では４年ぶりにトランプ氏が次
期大統領に就任する結果となり、保
護主義や自国第一主義の台頭に対
する懸念が再び高まっています。
　国内に目を転じますと、１月の能登
半島地震や９月の奥能登豪雨といっ
た痛ましい災害に見舞われた１年で
ありました。また、秋の衆院選では与

党が30年ぶりに過半数を大きく下回
り、少数与党へ転じるなど政治的変
動が生じる一方で、経済では、歴史
的円安や物価高が続く中、設備投資
は好調で日経平均株価も史上初の４
万円台を記録しました。日本銀行は
マイナス金利の解除に踏み切るなど、
金融政策にも大きな転換点が訪れま
した。特に昨年は「賃上げ」をテーマ
とした１年でもあり、中小企業の賃上
げ率も３％台半ばに達するなど、物価
と賃金の好循環に向けた大きな一歩
を踏み出した１年であったと総括でき
ます。企業の自助努力とともに、官民
を挙げた価格転嫁の取り組みが効果
を示した結果でありますが、賃上げを
行った中小企業の約６割が収益改
善を伴わない中で、人手確保のため
の防衛的賃上げを迫られたことも事
実です。賃上げのモメンタムをいかに
持続可能な形に転換するかが、停滞
から成長のステージに向けた今年の
大きな課題となります。

成長の両輪は
　中小企業の強化と地方創生
　日本は経済立国であり、経済成長
なくして将来はありません。デフレ脱
却を確実にし、成長型経済への転換
を進めるためには、GDPの６割を占
める個人消費の拡大が不可欠です。
その実現は、全企業数の99.7％、就
業人口の約７割、地方部では約９割
を担う中小企業・小規模事業者の生

産性向上と持続的な賃上げにかかっ
ているといっても過言ではありませ
ん。成長の両輪の一つは中小企業で
あり、そのデジタル化、省力化投資を
含めた設備投資、技術革新、知的財
産の活用・保護といった生産性向上
への不断の努力と自己変革によって
付加価値を高め、賃上げ原資を生み
出す必要があります。東京商工会議
所は本年もこうした前向きな挑戦を
続ける中小企業を全力で支援してま
いります。また、労務費を含む価格転
嫁対策のさらなる推進やＢ to Ｃでは
企業側の「値を上げる勇気」も必要
です。消費者にも「良いサービス、良
いモノには値が 付く」という認 識を
持っていただき、国民全体のデフレマ
インドを払拭することも今年の大きな
テーマでありますので、消費者意識の
改革とともに経済環境の改善を目指
していきたいと思います。
　また、成長の両輪のもう一つは「地
方創生」です。地方の発展なくして日
本の再生はありません。地域への人
材・投資の呼び込みや「稼ぐ産業」の
育成、インフラ整備などを通じて地域
の経済循環を強化し、地域の強みと
潜在力、いわゆる「地域力」を引き上
げるべく全力を傾ける年にしなくては
なりません。地域の経済インフラを担
う中小企業および小規模事業者の強
化は、地方創生の取り組みとも表裏
一体であり、政府、地方自治体、民間
が三位一体となって取り組む必要が

あります。
　特に首都・東京については、国際
競争力の強化と国内外の人・モノ・カ
ネ・情報を全国と結びつける「ゲート
ウェイ」としての役割が求められます。
本 年４月には 、大 阪・関 西 万 博 が
2005年に開催された愛・地球博（愛
知万博）に続き、20年ぶりに日本で
開催されます。東京からもこの一大イ
ベントを盛り上げ、わが国全体の成長
の契機としてまいりましょう。

渋沢翁の精神を胸に
　新たな成長ステージへ
　昨年７月には、東商初代会頭・渋
沢栄一翁が肖像となった新１万円札
が発行されました。明治の混迷期に
日本経済の礎を築いた渋沢翁を支え
たのは、「民の繁栄が国の繁栄につ
ながる」という信念でした。この精神
を胸に、われわれ民間こそが繁栄の
主役となり、新たな成長ステージへの
道を切り拓いていきたいと考えていま
す。
　東京商工会議所は本年も、本部と
23支部が一丸となり、会員企業の繁
栄、首都・東京の発展、そして日本全
体の経済社会の成長に向けて挑戦
を続けてまいります。会員企業の皆さ
まにおかれましては、引き続きのご支
援とご協力を心よりお願い申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。

―  新 た な 成 長 へ の 飛 躍 の 年 に  ―

東京商工会議所
会頭

小 林  健

東京JCシニアクラブ
第57代世話人代表

奥 山  卓

公益社団法人 日本青年会議所
第74代会頭

外 口  真 大


